
●スポンジや柔らかい布に食器用中性洗剤を
含ませ、ぬるま湯で洗剤がのこらないようよく
洗い、十分に乾燥させてください。●ご使用に
なるスポンジや食器用洗剤の取扱い説明書を
十分に確認してからご使用ください。●たわ
し・みがき粉・研磨材入りのスポンジでみが
くと、きずがつくことがあります。●アルカリ
性洗剤を使用する場合は、よく水洗いをし洗剤
がのこらないようにしてください。●オレンジ
オイル系洗剤は使用しないでください。製品の
劣化や絵柄部分が色落ちすることがあります。
●洗った後は、よく乾燥させてから製品を組み
立てるようにしてください。

●火のそばに置かないでください。●冷凍庫で内容物の製氷には使用できません。●本体に刻印してある品質
表示や、取扱い説明書をよく読んでからお使いください。●フタの開閉は、正しい位置で確実に行ってくださ
い。正しくセットされていない場合、フタが破損する原因になります。●フタを無理に開閉しないでください。
フタが破損する原因になります。●冷蔵庫内の棚などに横置きする場合は、フタをしっかり閉め、もれがない
ことを確認の上、使用してください。●色の濃い飲み物及び合成着色料が使われている飲み物により、製品に
色がつくことがあります。●においの強い飲み物を入れると、においが製品に移る場合があります。●絵柄の
部分に油脂類が付いたままにしておくと、色落ちすることがあります。

取扱い上の注意

お手入れ方法

フタを閉める際のご注意

●横置きでご使用の場合は、水もれしないところまでフタをしっかりと閉めてください。
●長期間使用していると、注ぎ口の向きがわず
かに変化してくる場合がありますが、最後まで
しっかりと閉めてください。
●製品の構造上、注いだ後すぐにフタを閉める
と、フタねじ部（図①）に飲み物がのこる場合が
あります。この状態で横置きにすると、フタね
じ部に残った飲み物がもれることがあります。
必ずフタねじ部にのこった飲み物を注ぎきっ
てから横置きにしてください。（図②）

パッキンのセット方法

●ご使用の前にパッキンが正しくセットされ、水
もれがないか必ずお確かめください。
●パッキンは正しく
セットしてお使いく
ださい。ねじれ、ヒズ
ミは水もれの原因に
なります。
●パッキンは消耗品
です。損傷している
場合は新しい部品に
交換（有償）してくだ
さい。
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ご使用の前によくお読みください
注　意

●熱い飲み物は絶対に入れないでください。やけどなど危険です。変形・もれなど故障の原
因になります。
●煮沸消毒は変形することがありますのでしないでください。
●食器洗浄機・食器乾燥機には、変形することがありますので入れないでください。
●電子レンジでは使用しないでください。
●落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。ケガや変形、破損の原因になります。
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必ずこの位置に正しく
セットしてください
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